
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音楽と小林秀雄 

中高の部活動は吹奏楽（コントラバス）。

父親の本棚にあった小林の評論『モオツァ

ルト』を読み、音楽が鋭く言語化されてい

ることに衝撃を受けた。 

 

 

 

「
偶
然
に
流
さ
れ
て
、
生
き
て

い
る
だ
け
な
ん
で
す
け
ど
ね
」。

笑
い
な
が
ら
そ
う
話
す
小
平
先

生
だ
が
、
そ
の
背
後
に
は
時
折
、

強
く
し
な
や
か
な
一
本
の
芯
が

見
え
隠
れ
す
る
。 

「
い
つ
か
振
り
返
っ
た
と
き
、

そ
れ
ま
で
の
積
み
重
ね
が
で
っ

か
い
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
な
っ
て
い

た
ら
良
い
な
と
思
っ
て
」
。 

 

巨
大
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
建
て

る
に
は
、
広
い
裾
野
を
構
成
す

る
無
数
の
石
が
必
要
だ
。
だ
か

ら
先
生
は
、
こ
れ
ま
で
自
分
に

降
り
か
か
っ
て
き
た
偶
然
を
、

妥
協
せ
ず
、
受
け
止
め
続
け
て

き
た
。 

 

福
島
県
郡
山
市
の
教
員
一
家

に
生
ま
れ
る
。
そ
れ
ま
で
男
子

校
だ
っ
た
安
積
高
校
に
、
女
子

一
期
生
と
し
て
入
学
。
歴
史
学

者
・
朝
河
貫
一
ら
が
出
た
、
独
立

志
向
の
強
い
伝
統
校
で
、
男
女

に
関
係
な
く
一
個
人
と
し
て
、 

成
長
す
べ
き
こ
と
を
学
ん
だ
。 

 

幼
い
頃
か
ら
読
書
好
き
。
上

京
し
て
入
っ
た
早
稲
田
大
学
第

一
文
学
部
は
、
学
問
と
娯
楽
が

一
緒
に
な
っ
た
場
所
だ
っ
た
。

「
皆
な
ぜ
文
学
部
に
入
ら
な
い

ん
だ
ろ
う
」。
そ
う
思
っ
た
と
い

う
。
日
本
文
学
を
専
攻
し
、
卒
業

論
文
で
は
、
日
本
の
探
偵
小
説

の
変
遷
を
描
い
た
。 

 

先
生
の
興
味
は
い
つ
で
も
、

物
事
の
根
底
に
あ
る
。
日
本
の

社
会
構
造
を
知
る
た
め
に
、
企

業
の
採
用
広
告
な
ど
を
制
作
す

る
、
株
式
会
社
揚
羽
に
就
職
。
景

気
が
悪
く
な
れ
ば
、
広
告
は
減

る
。
社
会
の
流
れ
が
一
番
良
く

見
え
る
の
は
、
広
告
業
界
だ
と

い
う
直
感
が
あ
っ
た
。 

  

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
た
め
、

提
案
・
企
画
・
人
選
な
ど
、
全
て

の
工
程
に
携
わ
る
。
入
念
に
準

備
す
れ
ば
受
注
率
は
上
が
り
、

頑
張
れ
ば
そ
れ
だ
け
良
い
も
の

が
出
来
る
。
逆
に
何
か
一
つ
で

も
妥
協
す
る
と
、
思
わ
ぬ
と
こ

ろ
で
ボ
ロ
が
出
る
と
い
う
。
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
の
一
番
下
が
、
ど
れ

だ
け
大
切
か
を
実
感
し
た
。 

 

根
底
へ
の
眼
差
し
は
、
と
き

に
大
き
な
飛
躍
を
生
む
。
研
修

で
新
人
を
教
え
て
い
く
中
で
、

自
分
の
意
見
を
言
え
な
い
新
入

社
員
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
、

危
機
感
を
覚
え
た
。 

根
本
的
な
原
因
の
一
つ
に
、

教
育
の
問
題
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
現
状
を
知
る
た
め
に
、
教

員
に
な
ろ
う
。
転
職
へ
の
決
意

は
、
こ
う
し
て
固
ま
っ
た
。
し
か

し
、
根
底
の
追
求
は
、
そ
こ
で
終

わ
ら
な
か
っ
た
。
教
壇
に
立
つ

前
に
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
石
を
、
も

っ
と
集
め
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
根
底
の
根
底
を
求
め
て
、
大

学
院
に
入
っ
た
。 

 

妥
協
し
な
け
れ
ば
、
自
分
が

選
択
し
た
道
は
、
必
ず
正
解
に

な
る
。
そ
れ
が
先
生
の
流
儀
だ
。 

早
稲
田
大
学
大
学
院
の
文
学

研
究
科
で
は
、
評
論
家
・
小
林
秀

雄
を
研
究
。
徹
底
し
た
調
査
を

心
掛
け
、
鎌
倉
に
現
存
す
る
旧

小
林
邸
を
も
訪
ね
た
。 

修
士
号
を
取
得
後
、
本
校
の

国
語
科
教
員
に
。
偶
然
を
受
け

止
め
、
妥
協
せ
ず
に
打
ち
返
す

日
々
は
、
な
お
も
続
く
。
背
後
の

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
振
り
返
る
の

は
、
ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と
に
な

り
そ
う
だ
。 

（
担
当
：
三
浦
・
井
畔
） 

 

写
真
は
、
小
池
圭
一
さ
ん
に

撮
影
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

『Ｍ』 編集部会メンバー 
 
〇 林田こずえ  2011年卒   ● 高橋 凌士  2011年卒 

● 三浦 直人  2011年卒   〇 朝倉 貴紀  2012年卒 

〇 土屋  弦  2014年卒  ● 岩田 澪夏  2015年卒 

● 坂本 駿太  2015年卒  〇 塩出 研史  2015年卒 

〇 垣 日菜子   2016年卒  ● 髙波 茉生  2016年卒 

● 井畔杏里紗  2018年卒 

異なる世代の卒業生を、1 つの時間軸で「つなぐ」

ため、本号から、卒業年表記を西暦に統一しました。 
 

新メンバー募集中です！ ご興味のある方、下記

アドレス宛てに、気軽にご連絡下さい！ 
 

m.meiji.soumeikai.koho@gmail.com 

背景画像：Francis Frith「The Great Pyramid and The Great 

Sphinx」（1858 年）、メトロポリタン美術館（パブ

リックドメイン）。 

転職が特別ではなくなり、社会に出てから定年まで、

１つの職場で働く、という状況も、変わりつつあります。 

常に新しい環境に挑戦し続けてきた、本校国語科教

員の小平先生に、お話を聞きました。 

 

◆
「
黒
幕
」
は
僕
で
し
た 

 

小
学
生
の
頃
か
ら
、
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
気
質
だ
っ
た
、
と
お
聞
き
し

た
の
で
す
が
、
明
治
高
校
時
代

は
、
ど
ん
な
生
徒
で
し
た
か
。 

 

当
時
は
男
子
校
で
、
世
代
も
性
別

も
制
服
も
皆
同
じ
。
だ
か
ら
、
学
校

内
で
の
自
分
の
立
ち
位
置
を
考
え

ま
し
た
。
中
学
で
は
、
生
徒
会
長
と

サ
ッ
カ
ー
部
部
長
を
し
て
い
た
の

で
す
が
、
自
分
が
表
に
出
る
の
は
、

正
直
向
い
て
い
な
い
な
と
。
明
治
高

校
に
入
っ
て
気
付
い
た
の
が
、「
黒

幕
」
の
楽
し
さ
で
し
た
。 

 

こ
の
人
に
こ
ん
な
こ
と
を
さ
せ

た
ら
面
白
い
か
な
、
今
日
は
何
で
笑

わ
せ
よ
う
か
な
。 

時
間
、
３
６
５

日
、
ず
っ
と
考
え
て
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。 

 

男
子
校
だ
っ
た
こ
と
も
、
大
き
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
異
性
の
目
を
気

に
す
る
こ
と
な
く
、
好
き
勝
手
出
来

た
の
で
。
先
生
も
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一

つ
。
自
分
の
代
わ
り
に
表
に
出
て
く

れ
た
皆
が
、
怒
ら
れ
て
い
ま
し
た
ね

（
笑
）。 

佐藤詳悟 先輩 

ぶっ飛んだ才能を「つなぐ」黒幕。高校時代も今も、変わらぬポジション。 

 

Interview 

さ と う    し ょ う ご 

 

◆
７
年
間
の
妄
想 

 高
校
時
代
、
ネ
タ
帳
を
付
け
て
い
た

と
う
か
が
い
ま
し
た
。 

 

将
来
エ
ン
タ
メ
業
界
に
入
る
つ

も
り
で
、
付
け
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
が
、
小
学
校
の
頃
、
サ
ッ

カ
ー
の
練
習
後
に
付
け
て
い
た
日

記
の
延
長
で
続
け
て
い
ま
し
た
。 

 

今
で
も
、
当
時
の
ネ
タ
帳
を
、
見

返
す
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、「
尻

尾
―
人
間
に
尻
尾
が
生
え
て
い
た

ら
」
と
か
、
自
分
で
も
よ
く
分
か
ら

な
い
も
の
も
あ
れ
ば
、
気
付
き
を
与

え
て
く
れ
る
も
の
も
あ
る
。 

と
あ
る
芝
居
の
チ
ケ
ッ
ト
の
販

売
開
始
が
公
演
１
週
間
前
だ
っ
た

と
い
う
メ
モ
は
、
後
に
千
原
ジ
ュ
ニ

ア
さ
ん
の 

歳
ラ
イ
ブ
の
チ
ケ
ッ

ト
を
、
開
催
５
年
前
か
ら
発
売
し
続

け
る
、
と
い
う
企
画
の
種
に
な
り
ま

し
た
。 

才
能
っ
て
、
何
を
好
き
で
い
ら
れ

る
か
、
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
ん
で 

す
。
僕
の
場
合
は
、
自
分
が
考
え
た

こ
と
で
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
笑
っ
て

く
れ
る
こ
と
が
、
何
よ
り
嬉
し
か
っ

た
。
一
対
一
で
相
手
を
喜
ば
せ
る
よ

り
も
、
誰
か
を
使
っ
て
、
た
く
さ
ん

の
人
を
笑
わ
せ
る
こ
と
が
好
き
な

ん
だ
、
と
気
付
き
ま
し
た
。 

 

◆
前
島
先
生
は
神
社
？ 

 

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
先
生

は
、
前
島
研
二
先
生
（
体
育
科
）
。

直
接
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は

な
い
の
で
す
が
、
先
生
の
御
宅
が
自

分
の
実
家
の
近
く
だ
っ
た
よ
う
で
、

行
き
の
電
車
が
一
緒
で
し
た
。 

 

大
学
生
に
な
っ
て
、
一
緒
に
お
食

事
に
行
く
機
会
が
あ
り
、
「
お
前
は

将
来
何
を
し
た
い
ん
だ
？
」
と
聞
か

れ
た
ん
で
す
。
そ
の
頃
に
は
「
エ
ン

タ
メ
を
や
り
た
い
」
と
決
め
て
い
た

の
で
、
そ
う
伝
え
ま
し
た
。
そ
れ
以 

来
、
先
生
に
お
会
い
す
る
と
、
今
考

え
て
い
る
こ
と
を
、
言
葉
に
し
て
宣

言
し
て
い
ま
す
。
僕
に
と
っ
て
、
神

社
み
た
い
な
存
在
で
す
ね
（
笑
）
。

今
で
も
年
に
２
回
く
ら
い
、
お
会
い

し
て
い
ま
す
。
僕
の
人
生
に
お
け
る

大
切
な
出
会
い
の
一
つ
で
す
。 

 

 

 

株式会社 FIREBUG代表取締役 CCO。2001年

明治高校卒（サッカー部）。明大（政経）卒業

後、吉本興業でナインティナイン、ロンドンブー

ツ 1号 2号などのマネージャーを経験。 

年に吉本興業を離れ、クリエーターの

プロデュースや、クリエーター同士を「つな

ぐ」数々の事業を、矢継ぎ早に展開。 

profile 

次
の
ペ
ー
ジ
へ
続
く 

現役中高生には生徒会誌『過程』が、40代以上には総明会会報『紫紺の詩』があります。「オトナの『過程』Ｍ」は、

そのあいだを「つなぐ」もの――若手 OBOGによる、若手 OBOGのためのメディア――として発行されています。 

 

 当時のネタ帳 

 
Vol.4 

2019年 10 月 1 日 

総明会広報委員会 

『Ｍ』編集部会 
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50 代 40 代 

40 代 60 代 50 代 

40 代 40 代 40 代 

総明会広報委員会の諸先輩方に、ご協

力いただきました。お寄せいただいた熱

いメッセージのうち、ごく一部しか掲載

できなかったことを、お詫びいたしま

す。なお、文中の表現は、適宜変更・要

約させていただきました。 

自分が入社した頃、男女雇用機会

均等法が施行され、同期に一般職

だけではなく、4 大卒女子が多数

いて、上司がとまどっていまし

た。今は一般職という採用すら死

語で女性部長も多数います。目標

をもって努力すれば男女の差は

全くないかと感じます。 

編集部会よりコメント 

先輩方、お忙しい中、ご協力有難うございました。先輩方の人生観や経験などがうかがえる貴重な機会となりました。

すでに男女の差が埋まりつつある、というご意見も多くいただきましたが、一方で、 Kutoo 運動や Metoo 運動、

ハラスメント問題など、社会全体で男女がともに考え、解決しなければならない問題は、まだあるのではないかとも

感じます。このエールを糧に、今後、男女ともに生きやすい社会を考える参考にさせていただきます。 

OB も OG も頑張ってほしい。と

くに今は女性の活躍が日本のさ

らなる飛躍に必要だと思う。 

先輩風を吹かせるのは好きでは

ありませんし、あの頃といまとで

は社会も全く違いますから、偉そ

うにアドバイス出来ることはあ

りません。明治の名に恥じぬよう

社会に対する責任を肝に銘じて

自分らしく「前へ！」進んでいっ

てくれれば……と思います。 

 

男子校ゆえに余計な回り道をし

た部分もあったかも知れません

が、それも貴重な財産になってい

ます。今はどんどん自分が成長で

きる環境が整っていると思いま

す。今周りにいる人と深くつなが

り、社会でもそれを活かして、臆

せずチャレンジしてください。 

 

ガラスの下駄をはいていることに

無自覚な男性も多く、公私ともに

要求されることが多い女性は大変

な時代だと思います。それでも、

女性は変える力を持っています。

皆様の素敵な未来をお祈りすると

ともに、明高生らしく、物事を損

得で判断しない「素敵なバカ」で

いてほしいです。 

 

男女といったアプローチでモノを

考えるのではなく、自分の持つ文

化的背景や知見を基に、自信・勇

気を持って、「周囲が当たり前だと

考えている事」を変えていってほ

しいと思います。男女を問わず、

時期こそ違えど、同じ学び舎で過

ごした皆様が、日本・世界を変え

ていく活躍に期待しています。 

 

昭和時代、社会に出る女性の大部分

が事務職系の仕事でした。今では、

そのような仕事は、女性蔑視と扱わ

れています。その代り、男性と同じ

ようにノルマを与えられ、仕事がき

つくなったと思います。大切なの

は、根気と勇気をもって仕事を深く

学び、大好きになることです。 

 

「家庭も仕事も」とか、無理です。

できる人は手抜きがうまい。料理

は無理に作らず、お惣菜買ってき

てもいいし。常に手料理を求める

男なんて、容姿が新田真剣佑だろ

うが菅田将暉だろうがドロップ

キックしてください。こういうの

が「つまらん男」の代表です。 

 

明校初の OG が社会に出てから 5 年。

この機会に、男子校時代を経験し、そ

の後、女性の社会進出を実感されて

いる、40～60代の先輩方から、明治

女子へエールをいただきました。社

会人として頑張る OG や、これから目

標に向かっていく後輩へ、どのよう

な声が寄せられたのでしょうか。 

（担当：林田・垣・井畔） 

 

 

猿楽町世代の先輩からＯＧへ  

 

エール！ 
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高
大
７
年
間
の
妄
想
が
、
今
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
こ
の
仕
事
に
就
い

て
気
付
い
た
こ
と
で
す
が
、
学
生
時

代
か
ら
ず
っ
と
、
素
振
り
を
し
て
い

た
ん
だ
な
と
。
そ
の
回
数
が
、
桁
違

い
だ
っ
た
。 

 

◆
趣
味
は
仲
介 

 

今
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー
同
士
を
つ
な
ぐ

お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

例
え
ば
、
僕
は
ロ
ン
ド
ン
ブ
ー
ツ

１
号
２
号
の
田
村
淳
さ
ん
が
、
何
を

や
り
た
い
か
を
知
っ
て
い
ま
す
。
で

も
、
淳
さ
ん
一
人
で
は
出
来
な
い
こ

と
も
あ
る
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

に
必
要
な
人
を
、
淳
さ
ん
に
紹
介
す

る
。
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
の
が
、
僕

の
仕
事
で
す
。 

僕
自
身
は
、
ご
く
ご
く
普
通
な
人

間
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
自
分
自

身
に
は
、
あ
ま
り
興
味
が
な
い
の
で

す
が
、
才
能
が
あ
る
人
、
面
白
い
人

の
目
標
の
実
現
を
お
手
伝
い
し
、
そ

の
人
た
ち
同
士
を
つ
な
い
で
、
新
た

な
可
能
性
を
広
げ
る
の
が
好
き
な

ん
で
す
。
昔
か
ら
、
よ
く
仲
直
り
の

手
伝
い
と
か
を
し
て
い
た
気
が
し

ま
す
。
仲
介
が
趣
味
で
し
た
ね
。 

 

◆
デ
リ
ー
ト
ボ
タ
ン
付
き 

 

普
段
の
お
仕
事
で
、
何
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
か
。 

 

最
近
は
「
決
め
る
」
と
「
忘
れ
る
」

が
、
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
決

め
る
」
は
、
別
の
可
能
性
を
消
す
こ

と
で
も
あ
り
ま
す
が
、
決
め
な
い
と

何
も
動
か
せ
な
い
。
正
解
は
誰
に
も

分
か
ら
な
い
の
で
、
と
に
か
く
決
め 

 

て
次
に
進
む
。
こ
れ
を
日
々
繰
り
返

し
て
い
る
気
が
し
ま
す
。 

 

同
時
に
、
都
合
良
く
「
忘
れ
る
」

こ
と
も
必
要
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
時
代

は
、
と
に
か
く
仕
事
が
ハ
ー
ド
で
、

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
怒
ら
れ
た
り
、
２
週

間
家
に
帰
れ
な
い
な
ん
て
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
気
持

ち
は
、
次
の
日
に
持
ち
越
す
と
、
さ

ら
に
辛
く
な
る
。
だ
か
ら
「
今
、
僕
、

ナ
イ
ン
テ
ィ
ナ
イ
ン
と
飯
食
っ
て

る
じ
ゃ
ん
！
」
と
ミ
ー
ハ
ー
心
を
持

ち
出
し
て
、
気
持
ち
を
転
換
す
る
。

デ
リ
ー
ト
ボ
タ
ン
を
押
す
イ
メ
ー

ジ
で
、
う
ま
く
「
忘
れ
る
」
訓
練
も

し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

        

◆
本
能
的
に
好
き
な
こ
と 

 

将
来
の
こ
と
を
考
え
た
り
、
今
の
仕

事
に
悩
ん
だ
り
し
て
い
る
後
輩
に
、

何
を
伝
え
た
い
で
す
か
。 

 

FIREBUGのオフィス 

 

若
い
頃
、
個
性
的
だ
っ
た
人
も
、

大
人
に
な
る
に
つ
れ
て
、
角
が
取
れ

て
、
平
た
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
、
結
構
あ
り
ま
す
。 

普
段
か
ら
、「
ぶ
っ
飛
ん
だ
人
」

を
見
て
い
て
思
う
の
は
、
こ
の
人
た

ち
は
、
自
分
が
好
き
な
こ
と
を
、
と

こ
と
ん
突
き
詰
め
て
い
る
と
い
う

こ
と
。
本
能
的
に
「
こ
れ
が
好
き

だ
！
」
と
思
え
る
も
の
を
、
大
切
に

し
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。 

エ
ン
タ
メ
業
界
は
特
に
、
仕
事
と

趣
味
が
近
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す

が
、
人
生
仕
事
が
全
て
で
は
な
い

し
、
趣
味
の
比
重
が
大
き
く
た
っ
て

良
い
。 

 

人
生
っ
て
、
本
当
に
あ
っ
と
い
う

間
で
す
。
今
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、

大
切
に
し
た
方
が
良
い
。
や
り
た
い

と
思
っ
た
ら
や
っ
て
み
る
。
会
い
た

い
と
思
っ
た
ら
会
い
に
行
っ
て
み

る
。
高
校
生
だ
か
ら
出
来
る
こ
と
も

あ
る
と
思
う
ん
で
す
。 

何
か
、
僕
や
僕
の
会
社
が
お
手
伝

い
出
来
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
是
非
ご

連
絡
を
！ 

何
で
も
輝
か
せ
ま
す
！ 

 

（
担
当
：
林
田
・
三
浦
） 

 
オフィス内に掲げられて

いる会社の目標・方針 

 

執筆にあたり、町田知世さん（FIREBUG）のご協力を賜りました。ここに謝意を表する次第です。 
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佐藤詳悟 先輩 Interview 

前
の
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く 


